
28

バングラデシュにおける臨床検査技師

バングラデシュ／検体検査／2.医療・公衆衛生>医療従事者数・構造／3.政策・制度>医療従事者のライセンス・教育水準

出所）H30年度・グリーンホスピタルサプライ株式会社「バングラデシュにおける医療サービス事業参画型プラットフォームによる国際ヘルスケア拠点構築プ

ロジェクト」事業報告書p.23

バングラデシュで血液検査を実施しているのはLaboratory Technician（日本での臨床検査技師）と呼ばれる資

格の医療従事者である。バングラデシュ国内では2,500 人程度しかおらず、他の医療職と同様に慢性的な人手不足で

ある。日本では臨床検査技師になるためには3 年の専門学校、4 年の大学等を経て受験資格を得、臨床検査技師国家

資格に合格する必要がある。一方バングラデシュでは、3 年間のディプロマ、4 年間の大学のどちらかを卒業後、1 

年間のインターンを経て臨床検査技師として登録される。資格によって可能になることは、採血・血液検査、心電図

である。

バングラデシュでは医師が超音波検査を行うため日本のように臨床検査技師は超音波検査を行わない。


